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別記様式第７号 
 

公益信託ぎふＮＰＯはつらつファンド 

実績報告書(事業助成用) 
 

 

平成１８年 ６月 １日 
 
 
 公益信託ぎふＮＰＯはつらつファンド受託者 
   三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 御中 
 

住 所:〒508-0351 
 中津川市付知町白沢１００６８番地 

 

法人(団体)名: ＮＰＯつけち 印 
 

                                 代表者名: 理事長  早 川 正 人 
 

 
 
 
 公益信託ぎふＮＰＯはつらつファンドから平成１７年度（前期・後期）の事業助

成を受けた事業が完了しましたので、下記のとおり関係書類を添えて報告します。  

 
 

記 
 
１．事業名 
 

 
御神木の里つけち ふるさと巡回ツアー 

 
 
２．助成の種類 ※該当するものに○を付けてください。 
 

 ○   
法人設立準備助成 立ち上げ時事業助成 展開期事業助成 人材育成事業助成 

 
 
３．助成金額 
   

既交付金額 ９００千円

実 績 額 ９００千円

差し引き額 ０千円

 
４．事業実施期間 
 

平成１７年１０月 １日 ～ 平成１８年 ５月 ３１日 （約８か月間） 
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５．実施した事業の実績・成果 
 

(1) 具体的な活動状況（実施日時、場所(住所)、対象者、参加者等） 

 

  実施日時： 

秋（紅葉）の会 平成17年11月3日（日） 

受付 （９：００～９：３０） 

ツアー出発  ９：３０ 

ツアー終了 １６：００     

春（新緑）の会 平成18年5月4日（日） 

受付 （８：３０～９：００） 

ツアー出発  ９：００ 

ツアー終了 １５：３０  

実施場所：中津川市付知町・加子母地内 

 

  対象者：秋（紅葉）の会…新中津川市在住の市民で親子を対象 

春（新緑）の会…新中津川市在住の市民を対象 

       

  参加者等：秋（紅葉）の会 53人（大人 26人・子供 27人） 
 ＮＰＯ会員 10人 その他 20人  合計 83人 

       春（新緑）の会 48人（大人 40人・子供 8人） 
            ＮＰＯ会員 10人 その他 20人  合計 78人 

(2) 活動の成果（開催行事等の参加規模、目的の達成度、効果等） 

 計画に掲げた「期待される成果」について、次のとおり考察した。 

 

①  ＮＰＯが主体となり、地域と一体となって開催することができた。また、計画
から実施までを自分たちの力で開催できた。これまでの行政を頼っていた傾向を

少しは変えることが出来た。 

②  合併した市町村の市民が交流の機会を得て、相互理解が図られるとともに、山村地域が抱
える問題や、付知町にしかない優れた自然環境や文化にふれてもらえることができた。 

③  この地域ではまだ「ＮＰＯ」という言葉でさえ知らない人が多いが、今回のこの
行事を行うことによって、「ＮＰＯ」を多くの人に理解を深めることができた。 
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(3) 今後の課題 

   今回のこの事業は助成金を受けることで、実施するための資金を確保することが

できました。また、参加者からは今後も継続して開催を要望する声が多くありまし

た。しかし、来年度以降助成がなくなった場合、どのように継続していくのか、い

かに受益者に負担をしていただくかが今後の課題であると思います。また、地域が

協働して実施できたことなどの成果を考えると、今後の活動にどのようにつなげて

いくのか考えなければならない。 

今後、まちづくりの中核としてＮＰＯつけちへの期待が高く将来に向けての責任を

痛感しています。 

 


